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はじめに
本論稿は戦前日本の神戸において発行されていた英字新聞紙である『ジャパン・クロニクル』において一九二三年
から一九二六年までその経営に携わった、創立者ロバート・ヤング
（
R
obert Y
oung, 1858
─
1922 ）
の子、エリック・ア
ンドリュー・ヤング
（
E
ric A
ndrew
 Y
oung ）
に関する伝記的な試論である
）1
（
。
本論に入る前に、ジャパン・クロニクル社に関する先行研究の状況について述べておく。二〇一〇年までの先行研
六〇
究は、これまで筆者によってある程度の整理がなされているので、すべてを繰り返すことはしな
い
）2
（
。近年の研究成
果には、ピーター・オコーノの『東アジア 英字新聞ネットワーク
  T
he E
nglish-L
anguage P
ress N
etw
ork of E
ast 
A
sia, 1918
―1945 』
（二〇一〇年）
がある。これはその書名の通り、広く日本、朝鮮半島、そして中国における英国外
務省との関係や 各国で刊行されていた新聞紙とジャーナリストとの関係から戦前期の東アジアのメディア状況を明らかにした著作である。 の研究は戦前日本のメディ 史のみならず、 日英関係史の研究という点からも重要である。
そのなかでオコーノは『ジャパン・クロニクル』
（以下、特に必要のない限り『クロニクル』と略記）
を第三章「東ア
ジアの英国とジャパン・クロニクル・ネットワ ク
  B
ritain in E
ast A
sia and the Japan C
hronicle netw
ork, 1891
─
1936 」で扱っている。これはまず、 『クロニクル』と東アジアの英字新聞紙との記事の関係や人事的交流を、英国の
資料を駆使しなが 解き明かしている。そして英国外務省、 並びに各国の外務関係者との関係などにも言及している。さらに『クロニクル』の編集陣、経営陣の変遷に関しても紹介と考察が加えられている ど、オコーノのこれまでの研究をまとめた論稿である。この論稿は、 『クロニクル』を全体的に把握す いう点では、研究 最前線にあるものといえる。ごく小さな問題点を指摘するとすれば、日本側の資料引用 相対的に少なく 日本 外務 者やメディア関係者が ど ようにとらえていたのかが少々見えづらいということ ある。
二〇一一年には筆者が「 『ジャパン・アドバタイザ 』と ──森戸事件の報道をめぐっ
て──」を発表した。これは学問の自由、言論の自由に大きな問題を投げ けた森戸事件について、当時日本で発行され いた代表的な英字新聞紙であるこれら二紙の論調を比較検討したものである。そこで『アドバタイザー』が比較的穏健な論調であったのに対し、 『クロニクル』は批判的な論調を展開していたことを指摘している。
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さらにオコーノが中心となって編集、刊行している『欧米ジャーナリストの記した近代日本・中国・東アジア
  
W
estern Journalists on Japan, C
hina and G
reater E
ast A
sia, 1897
─
1952 』 シリーズ
（二〇一三年〜）
がある。このシリー
ズは現在では入手困難になりつつあるジャーナリストの書籍や出版物を合本して刊行するという企画であ
る
）3
（
。その第
一シリーズである『日本
  Japan, 1897
─
1942 』（二〇一三年）
の第一巻には、 ロバート・ヤングが一八九七年の
“N
ineteen 
C
entury
”に寄せた
“T
he C
ase of the F
oreign R
esidents in Japan
”、第三巻にはジャパン・クロニクル社刊行の
“T
he 
G
reat E
arthquake of Septem
ber 1
st 1923
”、そして第七巻にはアーサー・モルガン・ヤングによる一九三九年の著書
“T
he R
ise of a P
agan State. Japan
’s R
eligious B
ackground
”が収録されている。このシリーズの第一巻に付されてい
るオコーノによるそれぞれの解題は、本論稿の考察対象ではないので詳述はしない。だが書誌的な情報、ロバート・ヤング、並びにモルガン・ヤングに関する記述は、それ自身が興味深い小論文となっている。
さて本論稿の関心であるエリック・アンドリュー・ヤングについて言及をしている近年の研究は、管見の限りでは
前述のピーター・オコーノの『東アジア 英字新聞ネットワーク』のみである。このうちヤング家について今回言及する範囲で主な事柄を拾ってみ う。
一九二二年一一月七日、神戸の自宅で死亡したロバート・ヤングは妻アニー 三人の子供を残している。子供の名
はそれぞれダクラス・ジョ ジ、エリック・アンドリュー、そしてエセル・マーガレットである。ダクラスとエセルは飲酒の問題、エリックはうつ病の問題をそれぞれ抱えていた。娘のエセル 一九二一年三月に、レジ ルド・チュワート・スコットと結婚しており 父ロバートの死亡時には 国に住んでいた。ロバート・ヤングの遺言のもと、三男エリックがただ一人社員となっ いたクロニクル社 所有権は信託に移されたという。その結果、父の死によっ
六二
てすでにクロニクル社で経営に携わっていたエリックは専務取締役となったのである。 『クロニクル』は一九一一年から副編集長の任についていたアーサー・モルガン・ヤングが編集長の任についた。もっぱら『クロニクル』に集中して記事を執筆していたロバート・ヤングとは異なって、モルガン・ヤングは、 『アジア』を含む、そして一九二五年からは『マンチェスター・ガーディアン』など多くのほかの媒体に執筆しており ま 日本で五冊の本を出版したとしてい
る
）（
（
。なお筆者の調査をもとに付言しておくと、ロバート・ヤング夫妻には、このほかに男子が第一次世界大
戦で戦死した長男のアーサー・コンウェイ、そして生後間もなく死亡した娘がいた
）5
（
。
 
そしてオコーノは今回の考察対象であるエリック・ヤングについて、「彼の父が亡くなった今、エリック・ヤングは多くの広告部と印刷部、翻訳係の人々、月千円の俸給が必要な新しい編集者とかなり大きな編集部、 多額の外電と用紙の経費、 そして自身の給料の支払いをしなければならなかった。これらの問題は、財務上の訓練や経営上の経験のないものを怯ませていたことであろう。エリックはどうにかやっていた。しかし一九二六年、おそらく『クロニクル』を取り巻いている財務上 問題を避けることができないと考えたのか、彼は遠洋定期船の甲板か 飛び込み自死を遂げた である。
）6
（
」
と述べている。これらは当時のヤング家の状況を知る手がかりである。そして本論稿の結論の一つを先取りしているが、エリック・ヤングの最期が自死であったことも指摘している。しかし、エリッ の記述は、この第三章全体をとってみればごくわずかなものであるといえる。
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六三
同時代的には、ロバート・ヤングの息子でありクロニクル社に関係する人物としてエリック・ヤングの動向は外務
省もつかんでいた。そのいくつかが「外務省記録」のなかに残されている。たとえば一九二四年八月二九日付の記録には、神奈川県箱根に旅行しているとの報告がある。こ 報告のなかでエリック・ヤングは「要注意英国人」とされている。その行動を報告は「仝ホテル滞在中ハ付近ノ観光読書等ニ其ノ日ヲ費シ格別容疑行動ヲ認メザリシ」としてい
る
）（
（
。また直後の同九月一日付の兵庫県知事平塚廣義の報告には、その旅行からの帰神が述べられている。このなか
でも「本件編入要注意人ニ非ザルモ」云々とあり、特別危険視されてはいないよう あ
る
）8
（
。外務省には、このほかエ
リックの名のある資料がいくつか残されているが、父ロバートや『クロニクル』 第二代編集長であるアーサー・モルガン・ヤングと比べ と極めて少ない。
さらにロバート
･
ヤングの死後、一九二五年の『日本新聞年鑑』が、神戸の新聞界について述べているものを見る
と、 「神戸市には右二紙 外、兵神日報
（夕刊四頁）
、及び英字新聞神戸ヘラルド
（朝刊四頁）
と同ジヤパンクロニクル
（朝刊一〇頁又は一二頁）
がある。クロニクルはエリツク、エ、ヤング君の個人経営で、種々の意味から注目されてゐる」
という指摘があ
る
）9
（
。かつて筆者がこの部分を引用した際「ここでの「種々の意味」とは何を指すのであるか不分明で
あるが、おそらくはロバート の死後、その新聞紙としての名声をどのように保つかということ、あるいはエリックの経営手腕に対してのことなどであろうか。エリック・ヤングについても今のところどのような記事を執筆していたか不明である」 し
た
）（（
（
。本論稿はこの疑問に答えるための、ささやかな試みでもある。創立者である父ロバー
ト・ヤングの後を継 だ、エリック・ヤングがどのよ な人物であったのか。これを少 でも明らかにしておくは、メディア史研究にお て多少なりとも意味があろう。とは え、エリック・アンドリュー・ヤングに関する資料
六四
は少ない。現在までの筆者の調査で『クロニクル』においてエリックに関して言及しているものは、死亡関連記事が四本、ほかに彼の手になると思われる記事が四本である。
そこで本論稿では、まずエリック・ヤングの死亡記事を翻訳し紹介する。これにより彼がどのような生涯をたどっ
たのかを瞥見する。つぎに彼自身 書いた記事をもとに、エリック・ヤングの人物像を可能な限り浮かび上がらせようと試みるものであ
なお、記事を含めた英文の引用 翻訳に際しては改行、スペースは原文のまま。日本語の読みやすさを考え、句点
と読点が原文のピリオド、カンマと一致していないところがある。クォーテーションマークは鍵括弧と た。人名、地名の みは慣用にしたがった。また日本語資料の引用にあたっては、 仮名遣いは原文のまま。漢字は新字に改めた。
一
　
エリック・ヤングの生涯
 ジャパン・クロニクル社の創立者にして、編集者であるロバート・ヤングの死後、経営上の後を継いだエリック・
アンドリュー・ヤング
（
O
ct. 1898 —
 Sept. 1, 1926 ）
が九月一日、英国へ向けた船上から失踪したとの第一報がもたらさ
れる。九月三日付の『クロニクル』はこの事態に関する記事を掲載する。以下はその全文で
六五
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「　　　
エリック・アンドリュー・ヤング氏
連合発
　
クロニクル
マニラ、九月二日
神戸の新聞記者で、プレジデント・ポーク号で旅をしていたエリック
 Ａ・ヤング氏は、昨日来行方不明となっ
ている。船から落ちたものと思われる。
同伴していた妻は神経衰弱のありさまである。不幸にもプレジデント・ポーク号からの失踪が昨日公表されたエリック
 Ａ・ヤング氏の生存は絶望視されて
いる。マニラに船が到着してのち発送した連合の電報が、第一報の無線電信を確たるものとした。
エリック・ヤング氏は、戦争によってその人生が奪われた若者であり、そして見たところ無傷で戦争をくぐ
り抜けてきたにもかかわらず、その後くぐり抜けてきたその経験に苦しんだ膨大な若者のうちの一人であった。一八九八年、神戸 生まれる。 『ジャパン・クロニクル』の創立者にして編集者であった故ロバート・ヤング氏の最も若い子息であ エリックはシティ・オブ・ロンドン・スクールで教育を受けるために英国につかわされた。第一次世界大戦が勃発する少し前に離日し、彼が強い興味を示した工学の課程 学び始めたのである。このこと、そして自動二輪車におけるいくつかの経験は 受け入れられるのに十分な年齢にな とすぐに、彼が
六六
そこで伝令兵として任務についた英国工兵隊への入隊をもたらしたのである。彼はその任務をフランスとイタリアで行った。彼はパッシェンデールの大攻勢をくぐり抜けた。またこの作戦の間中、夜におこる貨物自動車の衝突によって手ひどく損害を被っている。彼が長兄の所属する連隊である王立アイルランド歩兵連隊の残兵と接触し、アーサー
 Ｃ・ヤング少尉の死を知ったのは、この泥沼の戦いのさなかであった。
イタリアに派遣されたのは、ピアーヴェ川の惨劇が、この伝令兵を必要としたからで、イタリア外から増派さ
れ差し向けられたものであった。彼は伝令兵であ という古くからの任務のまま、 休戦するまさしく少し前まで、そこで任務についていた。だがフランダースからとても離れた国で、その道はヨーロッパ屈指 難所であった。休暇で英国に帰ると 彼は黄疸と流行性感冒のためにその休暇を病院 使ったのである。そして体調を回復する前に、再び休戦となった。
戦時兵制が解かれたことで、ヤング氏は一九一九年、神戸にやってきた。だが繰り返して技術者の経験を始め
ようとする気にはなれなかった。四年の間をおいたのち、父の会社に参加した。新聞紙の発行を手伝うためである。だがこの社の印刷事業一般を発展させることが、 社の利益の大部分となっていたのである。一九二三年彼は英国に帰国し、そこで幼馴染であり、多く 友人たちの心から 賛意が寄せられ 、バイオレット・ハーバート嬢と結婚したのであ 。
エリック・ヤング氏は、若者の立派な模範であった。──若者たちのなかで人気があり、熱心なスポーツマン
であり、よろずつき合いにあっては寛大で、そして良識を持っていた。彼はホッケーとアソシエ ションフットボールの貿易港間のスポーツ大会で競技をしていた。また神戸クリケットクラブのキャプテンでも った。クリ
六七
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ケットは、彼の一番得意なスポーツゲームであった。不幸にも、これらの娯楽は健康という点において彼を支えることができなかった。彼は、疑いもなく戦争の遺産ともいえる消化不良の病から回復できないと考えていたようである。新鮮な空気を くさん吸ったことで、昨年彼は回復したのだが、今年 春に、彼は進行性神経衰弱の徴候を示した いくつかの事業を利用することで、彼の風采 上海では望ましいも になっていった。そして少しの間は環境の変化から得るも があるように感じていたようである かし、彼は日本 戻るとすぐに、深刻な不安 感情にさいなまれたのである。そして医師は、彼にヨーロッパでの休養と治療を命じたのである。だかそれは果たされなかった。わ われはまず初めに、 有望な経歴のそ 少なさに哀悼の意を表さなくてはならない。
　　　　
追悼集会
さまざまなスポーツクラブに所属した故エリック・ヤング氏の友人たちは、土曜日
（明日）
、体育講堂で午後
十二時に、彼が彼の人物に敬意を表明し、そして彼 悲劇的な終焉に哀悼の意を表するために、集会を催す準備を行っている。献花の類はお断り申し上げる。
」この件は兵庫県知事山形治郎から、二日付で外務省へ「英字新聞記者自殺ニ関スル件／神戸市ジヤパンクロニクル
新聞社／営業主任英国人
　
ヱリック
　
ヤング」として報告が行われてい
る
）（（
（
。その情報は連合発の第一報から得たもの
と考えられる。
六八
エリック・ヤングの自殺は他紙も報道している。まず英字新聞紙『ジャパン・アドバタイザー』は「神戸のジャー
ナリスト
　
洋上で行方不明」と題した記事を掲載す
る
）（（
（
。冒頭部は通信社からの電報を紹介しており、 『クロニクル』
と同じものである。次のセクションには「数年前からコーベ・クロニクルの専務取締役であったエリック
 Ａ・ヤン
グ氏は、不健康に悩まされていた」とし、世界一周の遠洋定期客船であるプレジデント・ポーク号でヨーロッパに向かうことが記されている。次の部分は『クロニクル』にない記述である。 「彼は、かつてのコーベ・クロニクルの発行人であった、故ロバー ・ヤング氏とその夫人の三人の息子のうちの一人であり、神戸に生まれた。 」次に兄弟の一人、アーサーは エリック・ヤング氏がイタリア戦線で伝令兵として著しい任務を果たした第一次世界大戦で死亡しているとした上
で
）（（
（
、 「彼の兄のその死が原因で、エリックは教育を受けていた英国に留まるというプランを断念し、
新聞社で彼の父を支える め、神戸に立ち戻ったのである。 」長兄アーサー 死が、エリックの進路に影響を及ぼしたことを推測させる部分である。次のパラグラフでは「エリッ ・ヤングは英国人居留民のなかで人気のある人物であっ 。その神戸で社交と運動に目立って参加をしてい 彼は二年前
 K
. R
. and A
. C
. 〔
K
obe R
egatta and 
A
thletic C
lub 。神戸外国人居留地民によって結成されたスポーツクラブのこと──海老澤注〕のサッカーチームの
キャプテンであり、英国在郷軍人会の執行役員であった。夫の死の ち、神戸に住み続けていたロバート ヤング夫人は現在、サ フランシスコを訪れている。川崎汽船会社で働く
三
マ
マ
番目の兄弟
であるダグラス・ヤング氏はマニラへ
向かった」と報じる。またエリックの妻が神戸に戻 か 英国 向かうか 現段階では不明としている。
邦字の新聞紙では、 『大阪朝日新聞』 『大阪毎日新聞』 『神戸新聞』 『神戸又新日報』などが、この件を報じている。
このうち『大阪朝日』と『大阪毎日』は、それぞれ二日付夕刊で連合通信社 らの第一報をそのまま報じるのみであ
六九
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る
）（（
（
。この二紙はこれ以降この件に関して報じていない。『神戸新聞』は九月三日付第八面に「帰国の途中に舩内で
　
英国人が行方不明
　
病気の静養に故国へかへる
　
前ク
ロニクル社長令息
　
香港マニラ間で消へる」との見出しを掲げる。他紙と同様、冒頭はエリックが行方不明になった
との電報を報じたものである。そして「これがため氏の
長マ
兄
で現クロニクル副主筆ドグラス・ヤング氏は取るものも
取敢ずマニラまで赴くことになり二日神戸出帆の筥崎丸に門司から乗船すべく同日午後九時二十分三宮駅発特急で出発した出発前氏は憂はしげに語る」とし、ダグラス・ヤングへのインタビューを続ける。 「何しろ電文が簡単なので詳しいことは少しも判らぬ病気は大した事はなかつたから或は過つて海中に墜落したのではないかとも思つてゐる弟は蹴球を始めその他色々のスポーツ 趣味を持ち社にも務めてゐ が病気になつてからは国へ帰るも好からうと思ひついこの間妻を連れて帰らしたばかりなのにこんな事が出来てしまつ のだ私は残念である」 。これに続けて、 『神戸新聞』は記す。 「尚当のヤング 時々症状が昂進す と殆ど狂的になり勝だ たといふから或 飛び込み自殺をやつたのではないかともいはれてゐる因みにヤング氏兄弟は現神戸ヘラルド社主ドグラス・ヤ グ氏の従弟であ 」 。この部分は他紙になく、興味深い。『神戸又新日報』は四日付第九面に「長兄は北仏で戦死
　
末弟は今回海に投身
　
ロバート家の重なる不幸
　
遊園地
会館で追弔会」と 見出しで、 『クロニクル』 三日付の記事を要約し報道している。 『神戸又新』も続報はない。
ところで『クロニクル』の紙面の研究という観点から付言すると、 『クロニクル』の記事中にある「だがこの社の
印刷事業一般を発展させることが、利益の大部分となっていた」という一文が存在するのは興味深い。確か ロバート・ヤングの死後の『クロニクル』の紙面は オコーノも指摘するように精彩 欠いてい
く
）（（
（
ように思われる。その辺
七〇
りの事情の説明ともなるのであろうか。
さて翌四日の『クロニクル』は神戸の英国在郷軍人会によって追悼集会が営まれる旨の告知を掲載す
る
）（（
（
。さらに五
日、その内容が『クロニクル』紙上に掲載される。以下はその模様の全文である。なおこの追悼記事の冒頭には、その模様を写した写真が掲載されてい 。
「　　
故エリック
 Ａ・ヤング氏
　　　　
追悼集会
故エリック・アンドリュー・ヤング氏をしのぶ会が、土曜日
（今月四日）
、体育講堂の食堂で催された。食堂は
このためにふさわしく整えられた。しつらえられた檀上の上方には英国旗が掲げられ、その前には故人の思い出に
K
. R
. &
 A
. C
. によって捧げられた花輪があった。そこには故ヤング氏の古くからの友人、そのほか大勢の列
席者があった。
K
. R
. &
 A
. C
. の総長代理であるＦ・Ｊ・ジェームズ氏が弔辞を読み始めた。曰く。
「お集まりの皆さん。私たちは大変悲しい出来事に際し、本日ここに──わが友、エリック・アンドリュー・ヤング氏の早すぎる、そして悲劇的な死にわれわれの悲しみを表するために馳せ参じました。体調を回復させて
七一
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すぐの再会を強く望んで別れを告げていたわれわれには、そのすぐのち二八歳という若さでの洋上の彼の死は、このような集 呼びかけること以外に、われ の弔意を述べるため 機会を奪い、われわれを残していくことになりました。私はエリックの生涯 すべ 知っています。また個人的な不幸として彼の死を感じている です。故国英国での勉学が終わってすぐに第一次世界大戦が勃発しまし 。彼は入隊すると終始熱心に軍務に従事していました。日本に帰国後 、彼の父ロバート・ヤング氏の事業に参加した です。ほどなくして、その名神戸にとどろかせていた父君ヤング氏は、自らの事業の継続について 重責 エリックに残して突然世を去りました。一九二三年に、彼は故国英 を訪れました。その時、幸福な結婚をし、再び神戸に戻ってきたのです。そしてわれわれは、彼がこの神戸にあって末永く成功をおさめ、そし 名誉ある経歴を得てほしいと期待したのです。不幸にしてこれは果たされませんでした。彼の前途にあるものを全うするために彼が生きながらえなかっというわれわれの悲しみを表すために、 日ここにみな集まっている です。エリック・ヤングは若者の素晴らしい模範でした──よき息子 よき夫 快活で気持ちのよい仲間、無私 友人、正直な仕事仲間、そしてまこのスポーツマン 彼は神戸、 の港の社交界に加わり、 そして若い人たちの相当に重要 一部をなしているスポーツゲームに参加したのです。 彼はアソシエーション・フットボールとクリケットに特 興味を示しました。 一時、
K
. 
R
. &
 A
. C
. アソシエーション・フットボールチームの主将となり、翌年には神戸クリケットクラブの主将を務め
たのです。彼 クリケット選手として 経歴、またそのほかの活動につきましては 私よりも詳しく語りうる方もおりましょう。それでは、われわれの喪われた友 美点 証拠を物語るにあたっ 、次にアイシット氏にお願いすることにいたしましょう。 」
七二
神戸クリケットクラブの会長であるＨ・Ｓ・グッドウィン・アイシット氏曰く。──「お集まりの皆さん。す
でにこの地方紙〔 『ジャパン・クロニクル』のことと思われる──海老澤注〕に発表された立派でかつ同情的な言及、そしてジェームズ氏によって述べられた敬意と同情に満ちた心のこもったお話ののちに、故エリック・ヤング氏への尊敬と愛情の念、そしてまことの友の死去に際し、われわれの深い哀惜の念をあやまたずに私自身そして神戸クリケットクラブを代表してお話しできますか、私は少々躊躇しております。
スポーツの他の分野におけるものと同様に、クリケット場では、エリック・ヤングは観客の賞賛も、トロ
フィーの獲得の望みも期待せずに、 その純然たる愛のために試合を行った いうところから おわかり ようスポーツマン、あ 言葉の 最も真なる、そして最上の意味において彼自身を証明したのです。さらに彼の参加した であれば何でも、終始彼は常に全力を尽くしていた であり 何よりも重要な は、生活の他の仕事と同様、スポーツにおいて彼は常に「公明正大にふるまって」 の す。われわれは、心から、この簡潔で由緒のある言葉を彼に用いることより大きな、エリック・ヤング氏への尊敬の意を表しえないのです。 のような資質が、友人の多くに、彼への魅力を確かなものにしないはずはありませんでした そ てま 私 ちの多くが、神戸クリケットクラブのなかでその中心にいたととらえていたで ろうと思う です。彼 やや長引いた不健康 ゆえに、無気力さが彼を襲ったことを私 少し 疑っ おりません。よろずにおいて熱心家であった彼が背負ったことが、彼に忍び難く思えたに違いありません。神戸ク ケットクラブのメ バーを代表して、彼のお身内に、多 のご遺族である方々ととも 深 哀悼 意を表 ご遺族方とともに、まことの紳士 スポーツマン、そして友人の喪失 哀悼 意 表して 申し上げるも です。 」
七三
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在郷軍人会の幹事Ｅ・Ｒ・ヒル氏は述べた。曰く。──「英国在郷軍人会を代表して、私は悲劇的な結末がわ
たしたちみんなそれぞれに、とても甚だしい驚愕を与えた、故エリック・ヤング氏の思い出に、最上の心からの弔意を表したいと思います。彼の死は、勤勉であり実直な働き手というだけではなく誠実な友をもまたわれわれから奪って まったのです。彼は私たちの最初からのメンバーの一人であり、在郷軍人会の繁栄に十分に与って力のあった人で 。とりわけ彼が委員を務めた二年間はそうでした。第一次世界大戦が勃発したとき、彼はわずか十六歳でした。ですが可能な限り早い機会に、彼は英国工兵隊に入隊することで、自国に奉仕した です。彼はすぐに、彼が伝令兵と て任務についたフランスへ向かう乗船命令 受け の す。彼はパッシェンデールの大攻勢をくぐり抜け、そののち当時増援をぜひとも必要としていたイタリアへ転属となったのでした。イタリアでは、伝令兵として、それま 任務を継続しておりました。みなさま どなたもがご存知の通り、これは戦場で最も困難で危険な任務の一つであります。イタリアでの延長任務ののち、最初の帰国休暇が彼に与えられました。それは大戦の終結する二 三か月前のことでした。で が英国に到着早々、 不運なことに、 黄疸に見舞われ、そしてインフルエンザに罹患してしまい 病院に直行してしま ました。休戦がもたらされたとき彼はまだそこにおりま 私が、エリック・ヤング 今次大戦 が、だれであってもまさに誇るべきも であった いうこと、 彼の死によって私たちが素晴らしい退役軍人の仲間の一人の取り返しのつかない喪失にさい まれている 申し上げましても みなさまがたが私にご同意い だけるも と思っており す。 後に わが在郷軍人会のメンバーを代表して、未亡人、お母上、兄君並びにご親戚 方々に深い哀悼の意を申し上げ く存じます。 」
七四
『ジャパン・クロニクル』の編集者である、Ａ・モルガン・ヤング氏も故人への献辞を述べた。曰く。──「私はこれまで述べられていることに、少しだけ、そして私をお赦しいただけると信じて、いささか個人的な類のことを付け加えたいと思います。私はよく、人をまことに推し量るのは、社交や競技場で会いまみえるというだけでは十分ではなく、 その者ととともに働くことであると考えています。そういった人間性の検分において、エリック・ヤングが最上の人だといいえるこ は、私には喜ばしいことです。彼の父の死は、彼に会社を託し、彼はかくして私 雇用者になったのです。私が彼から受けた扱いは、従業員のそれよりなお一層雇用者のそれといってよいものであった 申し げなければなり せん。きわめて親切に、彼はよろずのことを私に相談してくれました。これは、その者がなせるであろうこ が、なそうと欲する と同じくらい少ない若者には驚くべきことではありません。 かしエリック・ヤング 場合には驚くべきものでした。なぜな 彼はエネルギー、そして事業を促進するためのアイディアと計画 満ちていたからです。そうして私の彼への信頼が き、私と彼との相談は、貴重なものとなりました。 は彼の喪失を甚だしく感じています これまで述べられていたものに、私はこの小さな証言を喜んで付け加え いと思います。 」この弔辞ののち、次にＪ・Ｆ・ジェームズ氏は、故人の思い出にしばし黙祷するために、起立を出席者に求め
たのである。」
この模様は『アドバタイザー』でも報道されてい
る
）（（
（
。この『アドバタイザー』の記事は前半部のエリックの死亡の
七五
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いきさつを報じた部分以外は、 『クロニクル』の報道と同じであり、おそらく転載である。ただし、内容の切れ目に小見出しが付されている。ところで『アドバタイザー』には、上記のうちアーサー・モルガン・ヤングの追悼辞の部分が省かれている。これは日本政府から警戒されていたモルガン・ヤングの名を出すことを憚った措置であろうか。
邦字の新聞紙では『神戸新聞』が六日付第八面に「故ヤング氏を偲ぶ追悼式
　
きのふ外人集会場で湿やかに挙行」
としてこの模様を報じている。一五行ほどの短い記事ではあるが、出席者が「在留英人に故人の関係した各会社員等百余名」であること、そし 上記の人々の弔詞 あと、 『アドバタイザー』には省かれている「これに対 喪主クロニクル主筆モルガンヤング氏は故人 惜んだ悲痛なる謝辞を述べ三分間黙祷の後一同しめやかに退散した」という部分を掲載する。
こののち一〇月六日には、会葬の礼状が クロニクル』紙上に掲載されている
）（（
（
。
これらは、二八年ほどのエリック・ヤングの長くはない人生をわれわれに垣間見せる資料である。恐らくはその生
涯の短さによって十分な記録が残せなかったのであろう。たとえ新聞記者 して成功せずとも、スポーツ界、社交界での活躍によって神戸の外国人社会のなかで名を成すことはできたかもしれない。医学的な判断をするこ はできないが、 『神戸新聞』の「症状が昂進すると殆ど狂的になり勝」ちになる状況や、モルガン・ヤングのいう「エネルギー、そして事業を促進するため アイディアと計画に満ちていた」と 点から、最晩年のエリッ の精神状態 揺れ幅といったものを見ることはできよう。
なお、エリック・ヤングのクロニクル社入社の時期についてであるが、現在までの筆者の調査で日付を特定するこ
とはできなか 。
七六
二
　
戦地からの手紙
前節で述べたように、第一次世界大戦終結後に経営に携わるために入社したエリックの手になると考えられる記事
を『クロニクル』紙面において見ることは現段階ではできなかった。現在見ることのできるものは第一次世界大戦に従軍した戦場からの手 、報告などである。本節はそれらを紹介することよってエリック・ヤング 人物像の補完を試みるものである。
エリック・アンドリュー・ヤングの名が最初に『クロニクル』紙上に登場す のは、一九一七年一月七日付第五面
の「伝令兵の訓練
　
T
he T
raining of a D
ispatch R
ider 」である。この記事の冒頭、 「十八歳になった『ジャパン・ク
ロニクル』の三男にして最も若い子息は志願兵とし 入隊すべく数か月前に兵籍に入 彼は王立工兵隊の伝令兵科に入隊を申請し、必要な試験に合格しつつ、軍需品の製作によって彼の学問が中断された工科大学を離れ、伝令兵としての訓練 開始 た である」と紹介 、両親への手紙のうち、伝令兵としての訓練は一般の読者の興味を引くもの 掲載、紹介する旨を記 いる。手紙の内容自体は、タイトル通り伝令兵としての訓練内容の紹介が主である。講義の模様、二輪車の整備、悪路走行、遠征訓練などである。当然、訓練は危険なものであったようである。また記事の末尾に、遠征訓練に出た際に自動二輪の故障によって得た、道中の住民から受けた親切などが記されている。
約七か月後の八月二二日付第二面に「前線の神戸人
　
K
obe B
oys at the F
ront 」が掲載される。これはＪ
 ・マーシャ
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ルらの寄付金をグラスゴーの会社に送り、そこから前線の神戸外国人居留地出身の志願兵たちへ物品をおくったことに対する、彼らからの手紙を集めたものである。エリック・ヤングは九番目に掲載されている。彼は小包への謝意と、前線での物資 貧弱さ 嘆いている。この時点で彼の所属は
 “X
 C
orps, H
d. Q
trs. Sigs. C
oy., B
. E
. F
. ”
 となっている。
筆者は軍事に明 くないが、さしずめ「英国海外派遣軍Ｘ軍団司令部通信隊中隊」といったところであろうか。階級は伍長であった。なお 次兄ダグラスは十五番目に掲載されている。
翌月九月一二日付第五面には「伝令兵の生活
  T
he L
ife of a D
ispatch R
ider 」が掲載される。これはロンドンにい
る親類に送った、六月七日か 六月三〇日まで全部で五日分 前線の様子を綴った手紙である。
七日付では伝令活動の困難さが描かれる。このとき彼は「強い疝痛を感じる
（訳注──原文では
 “I am
 feeling very  
fit
…
”）」と記し、身体的な不調を訴えている。そして「不幸にして危険な場所へ今晩雨天の走行しなければならない、
土砂降りの雨だ…」と嘆く。一〇日付ではドイツ軍の猛攻 進軍が困難なことを述べ、この攻撃のさなか危うく間一髪で助かったこと、そして疝痛がいまだに続くと記す。一三日付で欠員補充のための四名の配置転換に応じて司令部通信中隊のＸ隊に赴くことが記されて る。配置転換先は前線から九マイルほど後方で、比較的快適であったようである。一六日付の冒頭、ロンドンの会社を通じて日本から煙草が届いた旨を記す。そして長兄 あるアーサー コウェイのことを念頭においているのであろうか、ここで塹壕戦を行う歩兵部隊に対 心配を綴る。さらにドイツ軍の猛攻を受ける自分達 恐怖を率直に述べ いる 最後に三〇日付で 、まず小包 受け取っ に対す 謝意を述べる。続いて兄アーサーから手紙が届いたこ を述べている。曰 。 「不思議なこと す 、私 い 場所は、たった五マイルしか離れておらず、私がもっと早く彼から聞い いたならば、再び彼の居場所を探り当てて、二輪車 乗
七八
り付け、彼に会っていたでしょうに」 。そして体調は回復したのだろうか、快適であること、現在は軍務の量が減っていることなどを記し 手紙を閉じている。
一〇月二六日付の『クロニクル』第五面には、 「伝令兵の生活のエピソード
  E
pisode in the L
ife of D
ispatch-
R
ider 」が掲載されている。これはエリックの手になるものとしては最も長く、 筆者が確認したものとしては最後の手
紙である。冒頭はいつもの通り『クロニクル』による掲載のいきさつである。冒頭の部分の注記では、手紙の日付が八月四日であり、フランスからのものであること、また幸運なことに、このフランス遠征の際に長兄アーサー・ヤングとの戦場 の面会がかなっていることなどを記している。これを見てみよう。
最初の小見出しは 「伝令兵の任務
  W
ork of a D
ispatch-R
ider 」 である。冒頭 「私の通信に、 首尾一貫性がないことを、
私は恐れます。しかし、伝令兵はペ をと という点では さら困難があるのです。歩兵であれば休息のために塹壕の外に出 ばいくら の時間を自分のために持つことが きます。ですが伝令兵はいつも多かれ少なかれ任務があるのです」と断り書きをする。続いて伝令兵の仕事内容に関する詳細が綴 れている 余談だが、この伝令兵を統括する軍曹はシティ・オブ・ロンドンスクールの卒業生であり、歓談した が記されてい 。
次が「砲火の下の伝令活動
  D
ispatch-R
iding under G
unfire 」となっている。エリックは「のち、われわれ四人が
事故や死傷者のために消耗した伝令兵の部隊を強化するために第二大隊へ転任」すること なったと述べる。 「は有名な大隊で、フランスにたどり着いた最初の部隊でした」 。この部隊は駐留軍とはならずに、各地を転戦 る部隊だったようである。すなわち常に前線に立つ部隊であった 彼は う。伝令を「前線に届けるための乗車 するものは、あらゆる側面で戦争 恐怖を目の当 りにします。家々はばらばら 吹きとばされ、 いは完全に破壊して
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いました。ある村は、平和な時代には、家々の立ち並ぶ全く田舎のひとかたまりだったのでしょうが、今では廃墟と破壊のありさまです。それに加えて砲弾の破壊によって人々の間で作り出され 惨禍を目の当たりにするのです。これは恐ろしく、そして身の毛をよだたせるような光景です」 。エリックは続ける。 「……ず ず になっている人々の遺体を目の当たりにして生み出さ る吐き気を催すような気持ちを、言葉で表すのは困難です」 。そして任務のためにドイツ軍の監視下にあるある村へ赴かなくてはならなかったときには 常に砲火にさらされ ようである。 「私はそこで、古い納屋を使った遺体安置所を見ました、実際 遺体や気 毒な たちの残存物で、屋根 で一杯で 」 。若者の快活な精神にとって、このような惨劇の光景がもたらす衝撃は計り知れまい。こののちもドイツ軍の攻撃についての記録が二パラグラフ続いている。
この従軍のなかで、 エリックも傷病兵となっている。次の小見出しは 「カナリア病棟
  In the C
anary W
ard 」 である。
不衛生な戦場で、彼は悪い水を飲んだこと よっ 皮膚の感染症
（原文では
“a rotten skin disease
”）
に罹患する。 「およ
そ二週間前、私は悪い水を飲んだことで皮膚がだめにな 皮膚病にかかり、入院していました。この病は当地ではとても流行しています。 どが渇けばどんな水でも熱望し、そして飲みます。それがきれいなものである と運に任せて。奇妙なことに発疹は、私の顔だ に出ました。……この病気の処置は、……黄色い流動物を塗ることでした。発疹が体中に出ていたので 病室 他 人々の多くは、さらによくないものでした。体が同じ色で染まっていたのです。結果病室は、人々にカナリア病室として知られてい 」 。 か 前線から離れるということは、多く 兵士にとっては幸運とすらいいうるものであった 戦線復帰を嫌って仮病を使う患者 対 、エリックは同情を禁じ得 い。ある患者 、毎回の検診のために体温計の目盛りを上げるように細工 行い、体中が痛むと医師に訴え 退院を引き延
八〇
ばすことに成功する。その者が「ベッドの端っこで、軽業師のような芸当を見せて、私たちみんなを楽しませていたとき、もし医師が偶然にも病室に入ってくるような とがあれば、それは彼にとって不運であったことでしょう。しかしこの人たちを責められますか？
　
歩兵が受ける苦痛は、 比類のない不快な艱難でしょう。激戦はいうまでもなく、
彼らは絶えず交戦中です。そして時おり彼らが塹壕から自らの不在を引きのばすのをおそらく喜ぶであろうことは、驚くことではありません」 。ここで出動命令が下ったとして、このセクションは閉じられている。
次の小見出しが「天候とテント生活
  W
eather and T
ent-L
ife 」である。これはエリック・ヤングの人生にとって、
恐らく悪い意味での転機が訪れた可能性を記した部分であるといえる。曰く。 「八月七日──日付。この手紙を書き始めてから三日間、主と て任務の め 、またちょっと気分が悪いとい ともあって書き続け ませんでした。私はテントの極度の湿気のために、 軽度のリューマチ症状
（訳注──原文では
 “a touch of rheum
atism
”）
に罹っています」 。
この時期、天候が悪く、宿営地は粘土質の土壌だったよう 、大雨にな 水が溢れ テントが浸水するというありさまだったようである。 「ある晩、ひどい嵐でみな目を覚ま した。雨はテントの外で水たまりとなり、そして水たまりはフラップの下に流れ込み、テントの半分に流れ込みました。特に私 寝てい ころにです。私は完全にずぶぬれになり、毛布やシーツも同様でした。翌日も同じようなこと 起こりました。翌朝、関節が引 かかったように思えて、私はほとんど歩けませんでした」 病気とそれに伴う精神的な疲労は、若 の心をむ ばまずにはい かったことであろう。彼は続ける。 「一九歳にもならないやつが、リューマチの苦痛に耐えなくっちゃならな なんて、不思議です。だけどこれがぼく ち 生き 道ってもの す。そのうちこの不快さにも全くなれるように りますよだけど、ああ！
　
素敵で清潔なベッドと極上の掛物がほしい」 。この嘆息がもし、神戸に戻ってから彼を苛むものの
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先駆けだとすれば、 それはあまりに悲惨というほかはない。一方、 この直後の部分では、 若者らしい一面をのぞかせる。故国からの小包について、 「……故国ではいつもの普段通りのやり方で買うようなちょっとしたぜいたく品が、大変な喜びとなる です。ですから故国からの小包のありがたいことといったらありません。私はこれらについてはとても幸運です。紙巻きたばこはここではもう一つの偉大な財産です。すべての小包は、 テント みんなで分け合います。誰のお父さんとお母さんも、その兵士 ある子ども 好みに応じて包むので、結果として中身の種類 様々です。お気に入りの果物の缶詰の一つは 私が のテントに紹介したものです。つまり桃とクリームの大きな缶詰です。 「実に素晴らしい」テントのみんな 意見です」 。
次が「病院の砲撃
  Shelling the H
ospital 」であるが、これは先述した入院中でのドイツ軍による砲撃を回想したも
のである。ここで彼は砲撃のさま、避難する傷病兵など事態を淡々と述べて る。このセクションの末尾にエリックは言う。 「……砲撃のもたらす精神的な衝撃に塹壕 苦しめ れてた り着いたばかり 、 た病院においてまで同じことがあったという不幸な仲間たちを ても気の毒に思いました」 。
最後が「大戦闘の前夜
  O
n the E
ve of a G
reat B
attle 」である。まずこの「大戦闘」であるが、具体的にどの戦い
かは明記されておらず、はっきりし 。こ セクションは「私は大戦闘の前夜、アーサーに会いました」で始まる。エリックには兄アーサーの位置に関する情報が与えられていたよう ある。その兄アーサーは歩兵隊の少尉 あり、移動の連続であった。そのアーサーから「彼は私へ 手紙 なかで、宿営地が営まれてい 小道 奥 墓所がある。この大隊は、この地には二日ほどしかいない。それは多くの者には知られていないことなので、したがってこ 部隊を見つけるの たやすいことではないでしょう」 。との手紙が届く。だが幸運 もエリックは ですが私がぶらぶ
八二
らとして、この墓所を横切り、小道を見下ろして宿営地を見ると、人々の徽章がイギリス軍のものであることに気が付きました。私が小道を乗り下って、そしてちょうど駐車場で二輪車をジャッキで上げていると、アーサーがテントから呼び 「やあ、エリック！」見回すと元気な姿の彼がいました。われわれは互いに大変喜びました。それというのもこの種の再会はごくまれなことだからです。歩兵は常に移動するので その位置はおよそあてずっぽうになるのです。われわれはお茶を飲み、共同でそれにサインをした手紙を発送しました。きっとあなたは間もなくそれをお受け取りになるでしょう。戦争 終わ ば、ちょっとした面白い記念品になるで ょう。ここで私は、翌朝大攻勢が行われ と ニュースを知りました。そしてアーサーが れに参加するということでした そ をびっくりさせるのに十分でした」 。そ 後、アーサーは エリックを他の将校に紹介 たのち、 「私は午後七時半ころまで彼のところにおり、全くよ 時間をおよそ四時間ほど彼とともに過ごしま アーサーは私の を大変心配してくれたように思います。ですが結局のところ、われわれの任務は、彼のそれに比べると、大変危険だということは少 もないのです。きっとあなたは、二、 三時間 間、彼ら 戦闘の真っただ中 いたであろうにもかかわらず、将校や兵士がみんな笑いあい、冗談を飛ばしあう 聞いて、奇妙に思うで ょう。 は異常なことではあります。しかしこの精神はどこ も見られ です……」 。兄との再会を喜びな ら 一方 戦場で 特異な精神状態 描 てい
この小見出しの最後は、休養中の部隊への伝令をもたらす任務の際の、戦闘とは全くかけ離れた快適な乗車を伝え
ている。そしてこの手紙はこのように結ばれる「英国か日本か 次にお いしたとき、もっとたくさんお話し 差し上げましょう」 。
以上がエリック・ヤングの手紙、手記の内容である。エリックの文章は、いわゆる読ませるものとは必ずしも言え
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ない。だが十代半ばから後半の少年が見た戦場というものが多少なりともわかる資料である。
現在までの筆者の調査では、これ以降エリック・ヤングの手になる従軍時の記事は発見できなかった。これは
一九一七年後半から一九一八年前半のイタリアでの激戦のさなか手紙を執筆する時間が取れなかったということなのであろうか。あるいは『クロニクル』に掲載すべき内容ではなかった か。だが文字にこそ残っていないが、前節の追悼記事のいうように、それは若者の精神と肉体を疲弊させた体験であったことであろう。
むすびにかえて
現在までに判明しているエリック・アンドリュー・ヤングに関する伝記的な資料は以上である。その少なさのため
に、本論稿は主に資料紹介という形をとった。その結果本論稿はエリック・ヤングに関するごく粗いデッサンにとどまっている。
かつて筆者も指摘したことがあるが、エリックの兄、ロバート・ヤングの三人の息子のうちの長男であるアー
サー・コンウェイ・ヤング
（
A
rthur C
onw
ay Y
oung, 1891
─
1918 ）
にはジャーナリストとなるべく訓練、経験を重ねる時
間があった。事実アーサーは父の後を積極的に継ごうと考えて たようであ
る
）（（
（
。そのクロニクル社を支える存在とし
て将来を嘱望されていたアーサーの第一次世界大戦従軍による死は、父ロバートと ロニクル社の人々をひどく落胆させ いる
）（（
（
。
その弟エリック・ヤングは、その貴重な青春を、第一次世界大戦の従軍に費してしまった人物の一人であった。そ
八四
して第一次世界大戦のさなかに受けたであろう心の傷と身体的な苦痛が、その後の彼の人生を決定づけてしまったといってもよい。彼はアーサーの死もあり、関心を示したという工学の分野へ進むことはできなかった。日本への再来日後、彼の疲弊した精神は、兄アーサーのように学問を修め、ジャーナリスト、あるいは会社経営者としての才覚を磨くことには耐えられなかったのであろう。追悼記事も言 ように、恐らくは自身の人生に不満や不安を感じ いたことは十分に推測できることである。その一方で神戸の居留外国人社会においてスポーツマンとしても、居留外国人たちとの社交の場でも人気を得ていたというところから考えて、エリックは本来安定した人格の持ち主であったこがうかがわれ
る
）（（
（
。その彼が精神と肉体の苦痛にさいなまれることになったのである。そして精神的な揺れに悩んだ彼
にとって父の興した、そして周囲か も注目される新聞社を突然継がなければならないと う重責は どれほど心に重くのしかかった であろうか。その苦悶は自死 結末からも察することができる。「はじめに」で示したように、本論稿は試論の域を出ていない。エリック・ヤングに限っても、さらなる調査が必要である。差し当たりの結論として、第一次世界大戦がヤング家、そしてクロニクル社を衰退に導 た大きな要因であったということ、あるいは少なくとも の可能性を指摘して本論稿を閉じることにしたい。（
1）筆者はこれまで、戦前の神戸で発行されていた英字新聞紙である『ジャパン・クロニクル』に着目し、いくつかの論稿を発表してきた。そのなかで二〇〇九年にはジャパン・クロニクル社の人事に関する論稿を発表している（拙稿「ジャパン・クロニクル社の人事に関する一考察」 『中央大学大学院研究年報
　
法学研究科篇』中央大学、第三八号、二〇〇九年、四〇九─
四三〇頁） 。本論稿は、いわばその続編である。
（
2）拙稿「 『ジャパン
･
クロニクル』における言論と報道の自由の問題──米騒動期を中心に──」 （菅原彬州編『連続と非連続
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の日本政治』中央大学出版部、二〇〇八年、一一五─一一七頁） 、 「ジャパン・クロニクル社の人事に関する一考察」 （四〇九─四一一頁） 、 「神戸志願兵の陸軍経験──アーサー
･
コンウェイ
･
ヤングの従軍手記を読む──」 （ 『中央大学社会科学研究所
年報』第一四号 二〇一〇年、一五一頁の注一） 、 「 『ジャパン・アドバタイザー』と『ジャパン・クロニクル』──森戸事件の報道をめぐって──」 （ 『法学新報』中央大学法学会、二〇一 年、七─九頁）などを参照されたい。
（
3）発行元は
E
dition Synapse
と
G
lobal O
riental 。二〇一四年現在までに第二集『女性ジャーナリストの記した戦前・戦中期
の日本・中国・東アジア
 P
ioneering W
om
en Journalist, 1919
─
1942 』に刊行されている（全十巻） 。さらに第三集、第四集
の刊行が企画されているという。 このすぐれた企画は、 今後の外字メディア史研究において重要な位置を占めることとなろう。
（
（）
“B
ritain in E
ast A
sia and Japan C
hronicle netw
ork, 1891
─
1936
”, T
he E
nglish L
anguage P
ress N
etw
orks of E
ast A
sia, 
1918
─
1945. G
lobal O
riental. p. 99, p. 105.
（
5）
 長兄アーサー・コンウェイについては前掲、拙稿「神戸義勇兵の陸軍経験」 （一三八─一四〇頁）を参照。なお、ミドル
ネームのコンウェイは、ロバート ヤングの師にあたるモンキュア・ダニエル・コンウェイからとったものと考えられる。この点は前掲、拙稿「 『ジャパン・クロニクル』 おけ 言論と報道の自由の問題」 （ 七― 二三 ならびにオコーノ、前掲書九九頁。また生後間もなく死亡した娘に関しては、
  “T
he L
ate M
r. R
obert Y
oung
”（
T
he Japan C
hronicle, N
ov. 9, 
1922. p. （ ）を参照のこと。
（
6）
O
’connor, op. cit., p. 105.
（
（）外務省記録「外国新聞通信機関及通信員関係雑件
　
通信員ノ部
　
英国人ノ二
　
外秘第三五〇六号「要注意英国人来往ノ件」 」
（国立公文書館アジア歴史資料センター所蔵「外務省記録
　
一門
　
政治
　
三類
　
宣伝二項
　
諸外国
　
簿冊
　
外国通信機関及通
信員関係雑件／通信員ノ部／英国人ノ部
　
第二巻」リファレンスコード
B
030（0961800　
リールナンバー一─〇二七七、〇一
三九コマ） 。なお本稿において利用した「国立公文書館アジア歴史資料センター」の資料は、すべてウェブ・ページより入手した。以降の表記は国立公文書館アジア歴史資料センターのガイドライ （
http://w
w
w
.jacar.go.jp/inyo/inyo.htm
l ：最終閲
覧日、二〇一四年一〇月二五日）にしたがって行う。それにマイクロフィルムのリールナンバー（以下
M
. F
. R
. N
. と略記） 、
コマ数などを加えることにする。
（
8）「英国人来往ニ関スル件」 （
JA
C
A
R
, R
ef. B
030（0961800. M
. F
. R
. N
. 一─〇二七七、一四〇コマ） 。
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（
9）「地方別及社別展望」 （ 『新聞年鑑』大正一四年度版）六二頁。
（
10）前掲、拙稿「ジャパン・クロニクル社の人事に関する一考察」四 二頁。
（
11）
JA
C
A
R
, R
ef. B
030（0961800. M
. F
. R
. N
. 一─〇二七七、一四二コマ。ちなみにこのリールの次のコマ「外字新聞記者来往
ニ関スル件」 （
JA
C
A
R
, R
ef. B
030（0961800. M
. F
. R
. N
. 一─〇二七七、一四三コマ）の「英国人エリツク、ヱー、ヤング」は
エリツク・ヤング本人ではない。すなわちアーサー・モルガン・ヤングが偽名を使ったものである。同資料の一四四コマにおいてモルガン・ヤングであることが確認されている。モルガン・ヤングはたびたび偽名を使い旅行をしていたようである。この点はオコーノの指摘も参照のこと（
O
’connor, op. cit., p. 10（ ） 。
（
12）
“K
obe Journalist is M
issing at Sea
”, T
he Japan A
dvertiser, Sept. 3, 1926. p. 1.
（
13）国立国会図書館所蔵版では、かすれによりこの部分の字が判然としない。
（
1（）「ヤング氏行方不明
　
汽船の航海中」 （ 『大阪朝日新聞』一九二六年九月二日付夕刊、第二面） 。 「ロバート・ヤング氏の息
　
航海中に行方不明
　
漢口からマニラへ向ふ途中」 （ 『大阪毎日新聞』一九二六年九月二日付夕刊、第二面） 。
（
15）『クロニクル』の紙面の、いわば後退については、筆者も調査中である。さ あたりオコーノ、前掲書を参照（
O
’connor, 
op. cit., p. 106 ） 。
 今回の範囲ではないが、この点はさらなる解明が必要である。
（
16）
“T
he L
ate M
r. E
ric A
. Y
oung
”, T
he Japan C
hronicle, Sept. （, 1926. p. 5.
（
1（）
“K
obe F
riends pay T
ribute to Y
oung
”, T
he Japan A
dvertiser, Sept. 6, 1926. p. 3.
（
18）
T
he Japan C
hronicle, O
ct. 6, 1926. p. 6.
（
19）前掲、拙稿「 「神戸義勇兵の陸軍経験」 （一三七─一四〇頁）を参照。
（
20）
“T
he L
ate M
r. R
obert Y
oung
”, T
he Japan C
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